
本庄市ゼロカーボンシティ宣言 
 
 近年、地球温暖化が原因とされる気候変動の影響により世界全体や各地域にお

いて、猛暑、豪雨、台風などによる甚大な自然災害が発生しており、私たちの生

命や暮らしの安全安心を確保するための対策が求められる状況にあります。 

 

 ２０１５年にパリ協定で合意された「世界全体の平均気温の上昇を工業化以

前よりも２℃未満とし、１．５℃に抑えるように努力する」との目標は、国際的

に共有されています。また、２０１８年に気候変動に関する政府間パネル（ＩＰ

ＣＣ）が公表した特別報告書によると、「気温上昇を１．５℃に抑えるためには、

２０５０年までに二酸化炭素の実質排出量をゼロにすることが必要」とされて

います。 

 

 ２０２０年１０月、政府は、「２０５０年までに、温室効果ガスの排出を全体

としてゼロにする」と表明しました。国内の自治体においても脱炭素に向けた取

組が進んでおり、本市もゼロカーボン社会への取組を推進する必要があります。

 

 本市は、緑豊かで自然に恵まれた環境にやさしいまちを次世代に引き継ぐた

め、ＳＤＧs の達成を今後の大きな課題としています。本市の偉人である塙保己

一は、ＳＤＧs の理念に通じる「世のため、後のため」を掲げ、『群書類従』を

完成させるなど、後世に大きな業績をのこしました。 

 

 本市は、この「世のため、後のため」の精神を引き継ぎ、持続可能なまちづく

りをさらに推進するため、２０５０年までに本市の二酸化炭素排出量を実質ゼ

ロにする「ゼロカーボンシティ」の実現に挑戦することを宣言します。 

 

 ２０２１年（令和３年）５月４日 

 

                  本庄市長  吉田信解 


